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図2 開発した磁気センサの性能比較

Bw)で定義される性能指標である消費エネルギ ー は

1.6 p]を達成した． 固2に示すとおり，従来の磁気セン

サと比較して100倍の低雑音化と1,000倍のエネルギー

効率改善を実現した．

本成果は2022 IEEE International Solid-State Circuits 

Conference (ISSCC'22)にて発表された．今後は磁気

センサとしての更なる高性能化，高機能化を図るととも

に，製品として組み込むための開発を進める ． また，生
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神永正捕（著） ． ・'Pythonと実例で学ぷ微分方程式ーはりの方程式から感染症の
数理モデルまで一＂

， コ ロナ社(2021-10), B5判 ， 定価（本体3,200円＋税）
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体磁気計測や産業用計測などに向けた応用技術の研究開

発を推進するとともに，新たな用途開拓に向けた応用提

案を行っていくという ．

(2022年6月13日受付 2022年6月28日最終受付）

［関連記事］ 日刊工業新聞，2022.2.24.

［取材協力］ 秋田 一平 国立研究開発法人産業技術総合研究

所AIチップデザインオ ープンイノベーションラボラトリ

（担当委員 来見田淳也）
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「なぜ雨は降るのに径は降らないの？同じ水滴なのに ． 」小学生

に尋ねられたらあなたはどうのように答えるだろうか． 実は雨も

霧も降っている， つまり地面に向かって水渦が落下している． し

かし落ちる速度が全く異なるために雨は降り， 霧は空中にとど

まって見えるのである． この差はそれぞれを構成する水滴の大き

さの違いに起因するものだが，その説明の根拠を与えるのが本書

のテ ー マである微分方程式である．

本蜜は農富な具体例から微分方程式を使いこなすためのエッセ

ンスを読者に提供する． つまり道具としての微分方程式の使い方

とその限界を明確に記述している． 冒頭の雨と霧の違いは本書の

特徴である微分方程式の豊富な応用例の一つにすぎず， 近年注目

を集める感染症の数理モデルや古典的に有名なロ ー レンツ方程式

など幅広い分野から10 を超える事例が紹介されている． またト

ピックごとにPythonコー ドが付属しており（出版社HPからダ

ウンロ ー ド可能） ， 初学者が手を動かしながら俯厳的に微分方程式

の使い方を学習するための入門書として最適である．

しかし本魯の魅力は初学者向けの実例の多さやPythonによる

実践のみではない ． 本書の著者は研究や開発の現場における実用

（微分方程式を使うこと） において何が関心の的でそれらをどのよ

うに説明すべきか熟知・実践しつつ ， 実用の上で理解しておくべ

きだが入門書レペルでは省略されがちな数学的議論もふんだんに

盛り込むことに成功している． 更に数値解析の理論についても触

れられているため， 読者はライプラリに頼らず数値計算ができる

レベルまで到達可能である． これらが本沓の特色であり， 既に微

分方程式を日々使っている読者でも新たな視点が得られる意欲的

な著作となっている．

雨と霧のように 一見異なる現象が，水滴の大きさによる空気抵

抗の違いで説明できる． このような統一的な知見が得られるのは

微分方程式を使ったモデリングの醍醐味であろう． 本書は対象の

振舞いを微分方程式により理解し予測することを目指す学生 ， 研

究者， 技術者の最初の一歩にはもちろん ， 基礎を身につけた後に

視野を広げたい場合にも要求に応えてくれる． 多くのトビックを

扱っているにもかかわらず説明が丁寧なため，必要・興味に応じ

た特定分野の入口としても十分に利用可能であり， 是非手元に置

いておきたい一冊である．

（紹介者崎村広人正員 （株）豊田中央研究所）
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